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水稲直播代かき同時土中点播栽培の生育 。収量
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1 は じ め に

水稲直播代かき同時土中点播栽培 (以下,土中点播栽培)

は,直播栽培様式のなかでは耐倒伏性が強化され,移植栽

培に類似した株を形成する草姿になることから,移植栽培

に慣れた生産者が安心して取り組むことができる栽培方法

として期待されている。

青森県農業試験場では,土中点播栽培について1997年 か

ら1999年までの 3か年に,出芽・苗立特性,機械作業技術 ,

現地実証等の試験を実施してきた。

本報は,こ れら各種の試験から得られた生育・収量等に

ついて土中点播栽培の特徴を明らかにする。

2試 験 方 法

1997年から1999年に青森県農業試験場が実施した土中点

播栽培に関する試験から,後述する耕種概要におおむね合

致する試験の調査データを抽出した。

試験場所は,黒石市境松 (青森県農業試験場試験圃場),

黒石市北田中 (青森県農業試験場試験第lll圃場及び隣接す

る農家圃場),弘前市高杉 (農家圃場)である。

供試品種は,「むつかおり」,「むつはまれ」,「つがるロ

マンJ及び「ゆめあかり」の計 4品種である。

比較対照とする栽培法は移植栽培とした。ただし,弘前

市高杉以外で行った試験には,対照区としての移植栽培を

設けていなかったため,黒石市境松 (青森県農業試繋場厠

場)の水稲作況試験のデータを利用した。

0)耕種概要
1)土中点播栽培
種子処理 :催芽後,乾籾の 2倍量カルバーコーティ

ング (一部試験区では1倍量)

作業工程 :施肥→耕起 1回→代かき一代かき同時播

種→出芽揃いまで落水

目標播種深度 :10mm

播 種 日 :5月 7～ 13日

施肥量 (N成分kg/a):基肥06,追肥02

(一部試験区では基肥05,追肥03)

2)移植栽培
苗の種類 :中苗 (播種量 乾籾100g/箱 )

栽植密度 :242株/ピ

施肥量 (N成分kg/a):基肥08,追肥03
(一部試験区では基肥05,追肥03,又
は基肥06,追肥02)

移 植 日 :5月 20日 (一部試験区は5月 21日 )

作業工程 :施肥→耕起 1回→代かき→移植

2)解析方法
出穂期,成熟期の生育並びに収量については,以下の条

件で,数量化 I類を用いて解析した。

出穂期,得長,穂長,穂数,精玄米重,ピ当たり籾数 ,

一穂籾数,千粒重及び登熟歩合の各データを目的変数とし,

年次.場所,栽培方法及び品種を説明変数 (要因)と して

解析を行った。年次は,1997年,1998年及び1999年 の 3水

準,場所は,黒石市境松,黒石市北田中及び弘前市高杉の

3水準,栽培方法は,直播及び移植の2水準,品種は「む

つかおり」,「つがるロマンJ,「むつほまれJ及び「ゆめあ

かりJの 4水準とした。

3 試験結果及び考察

(D 苗立ちに関する特徴

播種量の平均値は36眩/10aで ,2～ 6 kg/10aの範囲
であった。播種深度の平均値は6 5mmで あったが, 2～ 14

moと範囲が広く,そのため変動係数は48%と 大きかった。

苗立本数は平均値

“

本/ゴで,43～ 145本/nfの範囲であっ

た。苗立率は平均値61%で ,24～79%の範囲であった。

各々の試験で播種深度10画を目標に機械を調整して播種

したにもかかわらず,結果的には播種深度が大きくばらつ

いた。播種深度のデータは,苗立ち後に抜き取った苗の自

色部から推定したものであるが,代かき直後の軟らかい土

表 1 土中点播栽培の苗立

播種量' 播種深度′苗立本数  苗立率

平 均 値  37
標 準 偏 差  09
最 小 値  2
最 大 値  6

65      797      61 2
31      284      148
22      43        24

140     145        79

変 動 係 数  259%  478%  357%  243%
サンプル数  16    16    16    13
y:播種量は乾籾換算量
Z:播種深度は,抜き取った苗の自色部の長さから推定
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表2 土中点播栽培の生育・収量 (期待値`)

16       74 181 239

移   植   7   756   180   428   546   684   29271   899   229
差 (土 ―移)   9   -10    01   -67   -54    06   -5664    40    10

689

り

一
400       529 874       22629789

協 結 対 比   -   99%   100%   86%   91%   101%  84% -     105%

移   植   5   742   176   466   583   781   35454   834   216
差 (土 ―移)  9   -10    00   -66   -54    06  -5665   40    10

Z:数量化 I類による解析から得られた期待値 (年次 :1999年 ,場所 :黒石市境松)

壌に種子を打込む代かき同時土中点播方式では,播種直後

の播種探度を測定することは困難であり,こ のことが,各

試験ごとに播種深度が変動した原因であると推察される。

9)出穂期,成熟期の生育並びに収量に関する特徴
移植栽培に対して土中点播栽培はどのような特徴がある

のかを見るために,年次を1999年 ,場所を黒石市境松,品

種を「つがるロマン」と「ゆめあかり」とした条件で,出

穂期と成熟期の生育並びに収量について数量化 I類による

解析に基づく期待値を算出した。各項目のうち,土中点播

栽培が移植栽培に比較して同程度となった項目は,稗長 ,

穂長及び一穂籾数であった。土中点播栽培が劣った項目は,

出穂期,穂数,精玄米重並びにピ当たり籾数であった。出

穂期は9日遅れ,穂数は15%程度,精玄米重は10%程度 ,

ぽ当たり籾数は16～ 19%そ れぞれ低下した。土中点播栽培

が優った項目は,登熟歩合と千粒重で,登熟歩合は4%,

千粒重は4～ 5%向上した。

出穂期が遅れても登熟歩合が低下しなかったのは,出穂

期の遅れによる登熟気温の低下よりもご当たり籾数の減少

が大きく影響したものと考えられる。一穂籾数は移植栽培

と同程度であるが,ぜ当たり籾数が低下していることから,

土中点播栽培は穂数の確保が難しい特性をもっており,こ

のことが主な減収要因になっていると推察される。

4 ま  と  め

水稲直播代かき同時土中点播栽培について,1997年 から

1999年の 3か年に実施した各種の試験から得られた生育・

収量データを解析した。

土中点播栽培の播種深度は,変動係数48%と試験毎のば

らつきが大きく,苗立本数の平均値は80本/ば ,苗立率の

平均値は61%であった。

数量化 I類を用いて,水稲直播代かき同時土中点播栽培

の出穂期と成熟期の生育並びに収量を移植栽培と比較した

結果,以下のような特徴があった。①繹長,穂長及び一穂

籾数は,同程度である。②出穂期は9日程度運い。③ゴ当

たり穂数は15%程度少ない。④精玄米重は10%程度少ない。

③nf当たり籾数は17%程度少ない。①登熟歩合は4%程度

高い。③千粒重は5%程度重い。
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